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By GORO INOUE， NAKA KOISHI， SHIZUKA OKAMURA， ANO YUMIKO OTSUKA. 
乙乙数字問筆者・らは，おもに養護施設収容学童を対象として児童の成長と摂取食餌との関係、につい
(1)(2)(3) 
て後討をつづけているが，乙の研究の一環として今回は養護施設というような特殊環境にいる場合と
ちがった一役学監についてその日常摂取食餌の内容を検討しようと考えた。その目的は第ーに一般学
童の食餌摂取量の実際と改訂栄養所要量とを対比検討する ζ と，第二tζ現在ややもすると学童の中か
ら不満の声のきかれる学校給食と家庭における食餌とを比較検討する ζ と，そして第三に日常食の蛋
自の質の程涯をその必須アミノ酸構成の面から検討する乙と，以上の三つである。
調査方法
大阪市街崖都市の某小学校において悠者らのうち教師である岡村の担任する 6年生工学級(児
子23名， 女子24名，平均年令l2.1才)を対象にえらび，1959年9月7日(月曜)より12日 (土曜)
まで6日間連続して食餌摂取量を調査したc
調査方法はおもに児童の記入lζょった。すなわちあらかじめ周忌した調査用紙iζ朝食，夕食および
間食の献立名，使用材料および摂取量を詳細に記載させたのであるが，氾裁の要f:Jiについては教師の
立窃から伺々に充分教育するとともに，家庭の協力をえて記械の正確を期した。毎朝前日分の;山政用
紙を集め，不備の点は即座iζ児童lζ直接舷かめ，不正確な資料は除いた。なお調査期間中各家庭を訪
問してiElì~な記載のえられるよう注意をはらった。 ζ うしてえられた成績のうち段終検討の結果， 」
戦不備のみるれる10名の資料をのぞいて男子18名，女子19名計37名についてほほ正確な調査成績がえ
られた。
つぎにこの37名の資料にもとづいて，調査成綴を給食のあった5日間と非給食日(土lIi'iDの18と
(4) 
IC分ってで恕した。資料から摂取食餌の栄養価を計算するに当つては，まず第ーに栄養価早見表を多
考として， 会餌炭取量をすべて食品材料の重量iζ換算した。つぎに乙れを給食日 5日間分について
は，各人ごとに5日間平均l日当り朝，夕食および間企量を求め，それに周期間平均l日当り給食量
を加えて平均全l臼摂取量を計算した。なお給食量は同市教育委員会の資料lζょったが，一方バンの
残量その他を個人ごとに調査して実際の給食摂取量の正確な値をうるよう注2ました。なお 9月12日
( 15 ) 
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(土曜)は非給食日として，とくにその日 l目だけについて成績をまとめた。摂取食品材料について
以上のようにまとめたのち，食品分析表にしたがって型のように栄養価計算を行った。さらに食餌中
の必須アミノ酸組成を Orrら い ひo桜井〉の食品分析値を用いて計算し，その proteinscJ を決定
した。また対象児童の体位を知るため10月中旬lζ身長および体重を測定した。
なお最後に，調査資料の記載のうち野菜類および調味材料(砂糖，食塩，しょう油など)について
はその使用量について不明確さをさける乙とができず，そのためビタミン類をはじめ熱量の摂取量の
計算値は実際摂取量に比べてやや低値に算定せざるをえなかったととを附言する。
成績と考案
1. 1日摂取栄養素量について
まず乙れら学童のl日摂取栄養量を給食5日間平均として第工表および第2表に示した。乙のうち
第l表では全37例について熱量および蛋白質の摂取量をまとめた成績を，また第2表では第l表のう
第l表 小学6年生学童の熱f置， M白摂取量 (l人l日当り) ち単位体重当り摂取量か
らみて良好なもの，良好
でないもの男女別各3例
づつをえらび，その6{71J 
平均としてのピタミンお
よび無機質の摂玖量を求
めた結果を表示した。
まず第工表で熱量摂取
熱量 張 白 質
身長 体盈
総(C量a1)体当重り(1Ckasl) 総 盤~)I 動物(性月)~夜:n.::.白価 I 体当重り l k(gs) (cm) (kg) 
142.6 35.54 2263 64.1 73.2 40.4 78 2.凹
所要量 136 3).5 21田 71.5 78.1 3) 70 2.56 (70.1) (78) (2.3:>) 
141.7 32. E廷 1929 59.9 68. 7 46.3 77 2.14 
19子名 所要量 136 3L5 21α 回.7 00.4 3:> 70 2.87 (82.2) (77) (2.61) 
荏 l 摂取量は給食日 5日間の各人平均18摂取量の平均値で示す。
2. ( )内は所要量のまを白価を測定値IC補正した場合の数値を示す。 量は男子平均 2お3Ca1，
女子平均 1929Ca1とな
り，乙の値は1959年度改訂熱量所要量をほぼ充足している。また査白質は男子で 73.2g(動物性 40.4
96) ，女子で 68.7g(動物性 46.3%)で，乙れを改訂蛋白所要量と比較すると女子で量的に低値とな
る。しかしその質をみると，動物性 3096と規定されている所要量の場合に比べて，対象ことに女子
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第2表児童の無機質，ビタミン摂取量 (1人工日当り)
|例| 無山
ビタミン
数 ca〈s)||(Pmg〕i|(Fme g) A A lBz|ナイアシ C (IU)I (mg)1 (時)ン (mg)1(mg) 
6 I 0.4B 1219 14. 7 1058 1.39 L19 
所要量 O.印 10 玄:ro1.0 1.0 10 
6 I 0.51 lll8 13.9 864 1.10 L09 e.3 47 
女子所委員 070 10 2COO 0.9 0.9 9 65 
( 16 ) 
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2.14gjkgで所要量lζ対する低下程度はさらに大である。 そζで単位体重当り熱量および蛋白質摂取
量と体重との相関を図示すると図lおよび図2のようになる。乙れからまず分るζとは熱量，査白質
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のいずれの場合においても，単位体重当り摂取量は体格の小さいものほど大であり，体格の大きいもの
ほど小となり，両者の聞には逆相関の関係、がみられるととである。しかもその傾向は蛋白と熱量とで
は蛋自の方iζ強く，男子と女子とでは女子の方に強いζ とも印象的である。そ乙でその逆相関係数を
( 17 ) 
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計算すると，熱量では男子の場合 r=一0.299(無意)で，あまり著明な逆相関々係はないが，女子で
は r=一O.717 (有意水準L必)でかなり著明な逆相関々係を証明できる。また蛋白の場合では男子
で r=ーO.臼3(有意水準1%)， また女子で r=一O.749 (有意水準196)でともに強い逆栂関々
係の存するζとがみとめられた。またζこで熱量および蛋自の所要量と基準体重との関係を図の中l乙
プロットしてみると，対象児童のうち摂取食餌の量が所要量に比べて低いものの多くが基準体位以上
の体格を有するものに多い乙とが分る。
以上対象児童の食餌摂取量は改訂所要量に比べやや低いという結果をえたが，しかし本調査が食欲
男 子
の減退している9月初旬の夏期に行われたものである点，ならびに第3図に示したように，対象児童
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第3図対象児童の体位
:0. 給食と1日摂取食餌との関係
を上廻っている点、を考
慮すれば，量的充足度
にはまず問題はないと
いってよいと考えられ
る。
つぎに無機質，ビタ
ミン摂取の状況を第2
表でみると，カルシウ
ムの摂取量がなお不充
分であり，乙とにビタ
ミン類では給食で強化
されたBI'B:をのぞ
いていずれも所要量に
およばない乙とが注目
された。乙乙でピタミ
ン摂取は実験方法でも
のべたように，実際の
摂取量より少なく算出
されていると思われる
が， ζれを考慮に入れ
てもおそらく充分量に
は達しないであろう。
以上全l日摂取食餌についての実情についてのべたが，つぎに学校給食がζの1日摂取食餌のうち
( 18 ) 
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で，どのような意畿をもっているかを検討する。
1. 給食の実施状況 まず規定lζ従って実施されている給食を対象児童がどのように摂取している
かについて検討した。第3表は調査期間の毎日の給食実施計画をその平均摂取栄養素量とともに表示
したものである。 乙れに対して実際に児童が摂取している量は第4表のうち給食量として熱量，蛋白
第3表給食計画
心|材J|郵|献二|材J|重量片計五司副献引材JlmlJ|材J|重量
138g ノマ ン ，司、J 138g ノぞ ン ノマ ン 138g ノマ ン ノf ン 138g ノf ン パソ 138g 
ミJレク 粉砂 糖乳 22 ミJレク 砂粉 糠乳 22 ミJレク 粉砂 糖乳 22 ぜんざい
粉小小砂麦糖豆粉乳
20 ミJレク 粉砂 糠乳 22 3 3 3 15 3 
10 トー一一一 一ちくわの ちくわ 日 焼ソパ ソノ〈 印 7 カロニ ソ セーー ジ10 10 いり
毒吉砂重ね袖糖自主
00 
フライ
パ麦ン扮粉 8 豚肉 7 サラダ 7カロニ 10 豆腐 10 8 どlまきうf 10 玉人ね診ぎ
5 リンゴ リンゴ l∞ 20 
油 8 玉ね 20 20 9) 
キャベツ 3) キウ 20 3 
刻み キャベツ 70 人塩油参
10 キャベツ 3) l 
キャベツ 人 参 10 3 "7ヨキ 'ー" 5 2 
痘 l l ケチャツプ 3 
ソース 3 ソース 3 塩泊 2 1 
給食計画室
本文部省計画
本児童の必要とするl日栄養所要量の7)以上とする。
第 4表学校給食Eとl回全摂取量との関係| |姦白質
熱弘1総量gl動物性%
給 食 計 函 量 592 23.8 37.4 
:itJi諮 2263 73.2 40.4 569 23.1 38.5 25.1(%) 3L 6(%) 3).1(%) 35.3(%) 37.5(%) 日.8(%)
女子 lli低所得{~層児J童491名 1929 臼.7 46.3 462 19.9 44.5 23.9(%) 29.0(%) 28.0(%) 
36.6(%) 39.8(%) 51.1(%) 
。 。?
?
?
についてのみを示した。給食実施lζ際して
副食は半強制的iζ全量を摂取するよう監視
しているため，男女ともほぼ計画通 り全量
を摂っているが，主食つまりパンについて
は男子で，2名を除いたほかほぽ全量を摂
っているのに対して女子では全量を摂って
いるものは 4名にすぎず，平均値で約 22
%にもおよぶ残量を出しているととが注目
された3 なお第2表，第3表から分かるよ
うにビタミンB1，B.は給食小麦の強化によって， 1日総摂取量がかなり補充されているのであり，
もしこの強化がなければカルシウム，ビタミンB.などの不足は一段とひどくなるととが考えられよ
(10) 
う。また給食計画のうちカルシウム， ビタミンAは文部省計画にはるかにおよばない点も充分留意
されねばなるまい。
( 19 ) 
-20一 食物学
2. 給食目と非給食自の食餌摂取について
つぎに非給食日(土限目)の食餌摂取の状況を
給食日と比較すると，第5表にみるようにまず
工回総量において男子ではあまり問題はない
が，女子で非給食日の摂取量が熱量，査白とも
に少くなっている傾向がみられる。これを三食
配分からみると，給食日ではバランスのとれて
いる配分が非給食日では男女とも朝，昼食のバ
ランスが崩れている乙とがうかがわれるのであ
第5表児童食餌の三食配分
〈男女各6例)
|総量ir[立問問
公沼9Cal 25.1 27.1 35.2 12.6 
回.6g 22.3 32.9 36. 7 8.0 
日李(霊白書
1制4Cal 24.6 24.5 36.0 14.9 
o7.5 g 25.9 28.9 37.5 7. 7 
2CX.B CaJ 19.8 36.0 35.8 8. 4 
日.9g 2L 7 36. 7 37.3 4.3 
1625 Cal 26.0 18.8 38.3 16.8 
日李(霊白雲 46.7 g 32.8 17.6 39.4 10.2 
る。
3. 給食と家庭における食餌 乙乙で給食によって与えられる栄養素量と家庭における摂取量とが
どのようなノイランスになっているかを検討する。第4表からまず給食量はl日全量iζ対して熱量では
24-2596，蛋白質は 29-32%となる。つまり給食によって昼食時にl日量の弘-Y:l量を摂取してい
るとととなり，まず量的にみて適当なバランスをとっているものといえよう。なお質的な面について
みると，動物性蛋白の比率は給食， 1日全量のいずれも， 39-46労で大差なしとの点においても
問題ないといえるが，ただビタミンB" B2については前に指摘したように，給食時の強化によって
工日全量がいちぢるしくカバーされている ζとに注目したい。
(1) 
さきに筆者らが報告したように，大阪市内貧困家庭児童においては，給食量がl日総量』ζ対する比
率は熱量で約 3696，蛋白質で約 4096におよび量的にも， また質的lζも貧困児童の栄養lζ重要な役割
を果している乙とが証明されているが，今回の対象とした中産階級児童においては，乙う した傾向は
みられなかった。つまり本調査の結果からは，対象児童の日常食生活において給食の占める地位は，
とくにそれが乙れら児童の現在の体位改善に役立つほどすぐれた地位を占めていると確言する乙とは
できないまでも，一方学童の稽好に適しないからといって現給食が家庭食餌lζ比べて量的質的に劣っ
たものであるとする乙ともできない。むしろ微量栄養素の点においてはやはり給食効果をみとめざる
をえないといえるのである。
皿 摂取蛋自の質について
前にもふれたように，対象児童の摂取蛋白置は所要量に比べてやや低いが，動物性蛋自の摂取比は
40-465ぢにおよび，質的な面の強化がうかがわれた。そ乙で乙の点をさらに検討するため，男女各6
名づつについて給食の場合とあわせて蛋白価を計算すると，第6表のようになる。まず給食査白でも
っとも不足する必須アミノ酸は含硫アミノ酸であり，その蛋白価は 76である。また会食餌蛋自の場
合は第L制限アミノ酸は トリプトファンでその蛋白価は 76-78で給食の値とほぼ等しい。家庭にお
いて 42-515彰にもおよぶ動物性蛋白をとっているにもかかわらず，その蛋白価が 00にも達しない
のである。との点を主事者らが従来養護施設の児童について調査した成績と比較すると興味深い。す
なわち施設児童においてはその動物性蛋白含量は2O-30~ぢのものがほとんどであるが， その査白価
( 20 ) 
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数
男子 6 
女子 6 
議白摂取量
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第6表児童の食餌彊自の蛋白価
リヅン トリプトファン 合硫アミノ酸 T白E 
総量~I 動物性% 総量~I基す準る比lζ対% 総盈g主すE単る比』ζ対% 総fEg zす~~るt比E対% 価
回.6 42. 7 3.田 128 O.白 83 78 
67.5 51. 3 4.18 138 0.75 77 12.49 83 77 
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は平均 74(第1:J;iJ 
限アミノ酸は トリプ
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た。とζろが今回の
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その動物性比率の増
大にもかかわらず，
蛋白価はさほど上昇していないのである。
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動物性夜白賀会量
第 4図 学童食餌中必須アミノ厳組成と動物性食品比率との関係
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そζで従来の調査成績と今回の対象とを含めた48例について食餌中の動物性食品比率とリ ジン， ト
リプトファンおよび含硫アミノ酸組成との関係を検討したととろ，その結果は第4図および第7表の
ようになった。まず図は各食餌中のリジン， トリプトファンおよび含硫アミノ酸についてそれぞれ窒
素19当りの合有量をもとめ，ζれをFAOの規準配合 lζ対する百分率として求め， 乙の百分比が
動物性会量比率とどのような相関を示すかをみたものである。 ζれからまずリジンは動物性比率と
全く平行した )1買相関 (r=+0.919有意水準196)を示すととが‘注目された。一方合硫アミノ酸も，
動物性比率約 30%にいたるまではあまり変化しないが，それ以上では動物性比率とよく平行して
( r= +0. 810有意水準l労)いる乙とが分る。ところがトリ プトフ句アンの場合は 3096以上におい
ても上昇傾向はみられるが (y=+0.395，有意水準5%)，しかしその程度はきわめて軽度にすぎな
い。そ乙で動物性食品含有比を 10%区聞に分って各動物性食品の使用量と乙れら必須アミ ノ酸組成
との関係を第7表でみるとつぎのζ とがわかる。 すなわち，動物性比率の上昇にさいしでもっとも増
第7表児童食餌蛋白の質の検討
動物性1'1自の比率% 伊j 会自 動物性 蛋白 質量 g規準配合』ζ対する百分比%
i路 回 |平均 数 蛋量g魚類 |鳥獣肉類| Ys |乳乳お製よ品び1 計 トリプト|含 震|リジンファンアミノ
15.ら-19.0 17.1 3 印.7 6.9 0.8 1.4 1.3 10.4 76 77 110 
20.3-29.9 24.9 15 国.4 7.7 3.6 0.4 3.1 14.8 75 77 工13
31. 7-38.8 34. 7 10 回.5 10.5 4.6 2.0 6. 7 23.8 76 79 122 
41.6-49.3 46.1 10 臼.7 U.4 7.2 4.6 7.5 31. 7・ 77 83 132 
52.9-臼.9 57.3 10 句.6 17.5 10.7 4.8 6.3 39.3 78 86 143 
量するのは魚類，ついで鳥獣肉類であり，卵および乳製品使用の増加はきわめて少い。 ζとに乳製品
蛋白量は動物性比率 30%以上で全く増加せず，しかも学校給食により約7gが与えられているので
あるから，家庭における使用がきわめて少ないととを物語っている。つまり動物性比率の増加は魚類，
ついで鳥獣肉によっているため，リジンおよび合硫アミノ酸と動物性比率との聞にきわめて高い順
相関がみられ，トリプトファ ン含量の増加が少なくて蛋白価が高くならなかったのであって，乙の点わ
が国食習慣の改善iζ強い反省がのぞまれるのである。なおζの点については将来さらに調査例数を多
くし，また他の必須アミノ酸組成についても同様の検討を行なって本報告の結果をさらに確めたい。
要 約
1959年9月初旬，中都市在住中産階級家庭の小学校6年生〈男子18名，女子19名，平均年令12.1才)
を対象として食餌調査を行いつぎの成績をえた。
L 対象児童の平均l日食餌摂取量は熱量男子 2お3Cal，女子 1929Cal，また蛋白質，男子 73.2g
(2.lg/kg) ， 動物性 40. 4~払女子 68. 7g (2.1g/kg)，動物性 46.37ちであり，とれは女子の蛋白量
をのぞけばいずれもほぼ所要量をみたしている。他方カルシウム，ピタミンA，Cおよびナイアシン
の摂取量はかなり不足していた。
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2. 学校給食量のl白金食餌量iζ対する比率は，熱量で約25必，蛋白で約307ぢとなり， Iまぽ適正な
量と判定された。また給食は，粉乳によるトリプトファン，あるいは強化による B" B2の供給IC重
要な役割を果していることが分った。
3. 歪自の質について検討すると，動物性比率は40-50$抑ζも逮するにかかわらず，その蛋白価は
71-78 (制限アミノ酸は トリプ トフ ァン〉で，動物性比率の高い割にトリ プトファン量比の婚加は不
充分であった。
4. そとで従来の調査成績をふくめた48例について食餌中の動物性食品比率と必須アミノ酸組成と
の関係を検討すると，合硫アミノ酸，乙とにリ ジンの含有比は動物性蛋白比率とよく一致した変動を
示し，両者の間に高い順相関々係がみられたが， トリプトファン含有比は動物性歪白比寧lζ大きく左
右されない。その理由は学童の摂取する動物性食品がおもに魚肉，ついで獣肉によっており，鶏卵，
乳製品使用が依然として少量にとどまるためであるととが分った。 ζの事実はわが国成長期学童の栄
養改善を考える上に一つの示唆を与えるものであろう。
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SUMMARY 
The survey of the dietary habits was made on the urban sch∞1 children (average 
years， 12.1) in summer， 1959. 
The daily caloric and protein intakes of these children were estimated to be about 
抜氾 Caland 73 g (2.1 g per kg) in boys， and about 19叩 Caland 69g (2.1g per kg) in 
girls. The average ratio of the animal protein to total protein amounted to be 40. 1% 
in boys and 46.3% in girls. Though the sufficient intake of animal protein， the protein 
score was no more than 78 (limiting amino acid， tryptophan). 
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